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化政文化
名前

月 日

古墳 飛鳥 奈良 平安 鎌倉 室町 安土桃山 江戸 明治

今
日
の
問
い

江戸時代後期の文化は、どのような人々によって、どのように楽しまれたのだろう。
5分で解こう。合格は80点。

時間 5分 合格 80点

1 語句を書く 〔　〕に当てはまる語句を書きなさい。

1 農村の暮らしや小さな生き物をよんだ句を多く残した俳人は である。 (10点)

2 本を安く借りられる、出版を支えた店を という。 (10点)

3 十返舎一九の「東海道中膝栗毛」のような、笑いをさそう読み物を という。 (10点)

4 化政文化のころ、 で読み書きを学んだ人が増え、出版を支えた。 (10点)

5 化政文化は、 の初めに栄えた。 (10点)

6 化政文化の名は、 の年号のころを中心に栄えたことからきている。 (10点)

2 正しいか、まちがいか 正しければ○、まちがいなら×を○で囲み、下線の部分を直しなさい。

7 川柳は、5・7・5でよむ文芸である。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

8 町人は、寄席で落語などを楽しんだ。

○ × ×のとき、下線の部分を正しく直すと… (10点)

3 選んで答える 正しいものをア〜エから選んで、記号を( )に書きなさい。

9 川柳と狂歌について、正しいものを選びなさい。　( イ )

ア どちらも浮世絵の一種である イ どちらも世の中を皮肉やこっけいをまじえてよんだ

ウ どちらも5・7・5でよむ エ どちらも農村の暮らしをよんだ (10点)

10 十返舎一九について、正しいものを選びなさい。　( エ )

ア 「南総里見八犬伝」を書いた イ 「富嶽三十六景」を描いた

ウ 農村の暮らしをよんだ エ 「東海道中膝栗毛」を書いた滑稽本の作者である (10点)

得点 / 100

小林一茶

貸本屋

滑稽本

寺子屋

19世紀

文化・文政

chiritsumo-drill.com
ほかの プリントは こちら
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